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1.基本的事項 

(1) 用途地域変更の目的 

 用途地域の変更は、時代背景や都市の将来像、まちづくりの基本戦略を再確認し、日常

に必要な機能が集積し、より住みやすい、住み続けられるコンパクトシティの実現のため

に都市機能を適切に誘導することを目的とする。 

 

(2) 基本となる計画等 

 あわら市都市計画マスタープランに示される都市全体及び各地域の市街地像を基本とし

つつ、諸計画との整合を取る。 

 

(3) 用途見直しの方針 

2023 年 3 月の北陸新幹線県内延伸に向けて、旧金津地区を対象に新幹線開業効果を見

据えた用途地域の見直しを行う。 

「改定あわら市都市計画マスタープラン(平成 29 年 3 月策定)」および「あわら市立地適正

化計画（平成 29 年 3 月策定）」に掲げた将来都市像・土地利用方針と一致するように用途

地域の見直しを行う。 

 

(4) 重点的な用途見直しエリアとねらい 

 “(3) 用途見直しの方針”をふまえて、特に以下のエリアの用途を重点的に見直す。 

 

表 1. 重点的な用途地域見直しエリア 

用途見直しエリア ねらい 

芦原温泉駅西・ 

駅東付近の地域 

北陸新幹線の開業効果を見据えた駅周辺エリアの商業用途へ

の転換 

春宮二丁目  

(ビックマート西側) 

都市計画マスタープランでは生活サービス地区であること、 

現状住宅地となっていることから、住宅系用途への転換 

菅野地区の 

工業地域 

南中央線沿線エリアの活用のための用途制限の緩和 
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改定あわら市都市計画マスタープラン(平成 29 年 3 月策定)の概要 
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あわら市立地適正化計画（平成 29 年 3 月策定）の概要 

 

◇目指すべき都市の骨格構造 

（１）居住誘導区域 

 

 

 

 

（２）都市機能誘導区域 

 

 

 

 

 

 用途地域内への誘導を基本。その内側に、高齢化社会

でも安心して住める「オススメ」のエリアを居住誘導

区域として設定し、新規・住み替えの住宅需要を誘

導。 

 都市機能（高次都市機能、生活サービス機能）は、原

則として現存の機能・サービス水準を確保するととも

に、高齢化社会に不可欠な医療・福祉系機能をはじめ

新しい機能の新築・移転は、各拠点内の都市機能誘導

区域に誘導し、高齢者が自立しやすい市街地環境を整

えていきます。 
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2. 用途地域変更理由 

変更理由書 

 

本市には、多様で豊かな自然環境と２つの市街地（旧芦原地区、旧金津地区）があり、居

住、宿泊、教育、文化、福祉など多様な人の営みを支える機能がそれぞれに集積している。   

これらの機能を十分に発揮させるため、あわら市都市計画マスタープランおよびあわら

市立地適正化計画では、住宅地や商業地、工業地等の適正な用途配置、また土地活用を推進

している。 

 「あわら市都市計画マスタープラン」においては、まちづくりの基本戦略として「福井県

の北の玄関口にふさわしい JR芦原温泉駅周辺のまちづくり」を掲げ、駅周辺に商業機能や

日常生活サービス機能を導入することにより、便利で魅力的な定住環境を創出していくこ

とを定めている。 

 「あわら市立地適正化計画」においては、目指すべき都市の骨格構造として居住誘導区域

と都市機能誘導区域を定め、高齢化社会でも安心して住めるコンパクトシティの実現を計

画している。 

このような状況の中、本市では 2023年 3月末の北陸新幹線金沢・敦賀開業に伴う新幹線

開業効果を踏まえて、JR 芦原温泉駅周辺地区の適切な土地活用を図り、商業の活性化やま

ちなか居住を推進するために用途地域の変更を行うこととした。今回の用途地域変更によ

って、北陸新幹線の開業効果を市内全域、嶺北北部に波及させ、広域観光の振興、地域の活

性化、また交流人口の増加を目指し、ひいては本市の人口減少の影響を緩和できるものと考

えている。 
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3. 用途地域見直し案 

①旧金津自動車学院跡地、他旭区  工業地域 60/200 → 近隣商業地域 80/200 約 3.9ha 

＜用途変更理由＞ 

・新幹線開業効果を見据えた土地利用について、駅近接地の活用できる用途の拡大。 

・駅周辺地域であり土地の用途拡大。 

・コンパクトシティ・まちなか活性化の促進。 

・都市計画マスタープランの多機能サービス地区に該当。 

＜予想される使用用途＞ 

ビジネスホテル、バス待機場、東側企業の駐車場、工場等 

 

②春宮一丁目（宮谷川から北陸本線まで）準工業地域 60/200 → 近隣商業地域 80/200 約 2.8ha 

＜用途変更理由＞ 

・新幹線開業効果を見据えた土地利用について、駅近接地の活用できる用途の拡大。 

・道路新設に伴う商業地域の周辺地域、駅周辺地域であり、商業分野の用途が適切。 

・コンパクトシティ・まちなか活性化の促進。 

・都市計画マスタープランの多機能サービス地区に該当。 

＜予想される使用用途＞ 

ビジネスホテル、バス待機場、商業施設、店舗等 

 

③春宮二丁目（ﾋﾞｯｸﾏｰﾄ西側） 準工業地域 60/200 → 第 1 種住居地域 60/200 約 1.0ha 

<用途変更理由> 

・開発行為申請により住宅宅地分譲をしており、現状も住宅地になっている。 

・都市計画マスタープランでは「土地利用転換の環境保全」と記された生活サービス地区に該当。 

<予想される使用用途> 

主に住宅地（現状）、H20 年度、永和建設により開発行為（住宅地分譲） 

 

④市姫四丁目（MR 工業付近）  第 1 種住居地域 60/200 → 準工業地域 60/200 約 1.3ha 

＜用途変更理由＞ 

・沿道用地の活用を図る用途拡大。 

・都市計画マスタープランの沿道サービス地区に該当。 

＜予想される使用用途＞ 

自動車車庫、店舗等 

 

⑤金津小学校  第 1 種低層住居専用地域 → 第 1 種住居地域  約 0.9ha 

＜用途変更理由＞ 

・校舎が第 1 種低層住居専用地域と第 1 種住居地域の 2 つの用途地域を跨いでおり、地形

地物により区域境界を明確にするため。 
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4. 用途地域見直し後の用途規制の整理 

①旧金津自動車学院跡地、他旭区  工業地域 60/200 → 近隣商業地域 80/200 約 3.9ha 

 

②春宮一丁目（宮谷川から北陸本線まで）準工業地域 60/200 → 近隣商業地域 80/200 約 2.8ha 

 

③春宮二丁目（ﾋﾞｯｸﾏｰﾄ西側） 準工業地域 60/200 → 第 1 種住居地域 60/200 約 1.0ha 

 

④市姫四丁目（MR 工業付近）  第 1 種住居地域 60/200 → 準工業地域 60/200 約 1.3ha 

 

⑤金津小学校  第 1 種低層住居専用地域 → 第 1 種住居地域  約 0.9ha 

 

 

 

 

 

<建てることができるようになる＞ ＜建てることができなくなる＞ 

大型店舗（10,000m2 を超えるもの） 

ホテル・旅館 

劇場・映画館等 

幼稚園・小学校・大学等 

病院 

危険性や環境を悪化させるおそれがやや多い 

危険性が大きい工場 

火薬、石油類等の貯蔵・処理の量がやや多い施設 

火薬、石油類等の貯蔵・処理の量が多い施設 

 

<建てることができるようになる＞ ＜建てることができなくなる＞ 

建ぺい率が 20%ＵＰ キャバレー 

危険性や環境を悪化させるおそれがやや多い工場 

火薬、石油類等の貯蔵・処理の量がやや多い施設 

<建てることができるようになる＞ ＜建てることができなくなる＞ 

なし 店舗、事務所（3,000m2を超えるもの） 

ホテル・旅館(3,000m2を超えるもの) 

遊戯施設・風俗施設全般 

単独車庫、工場、倉庫全般 

<建てることができるようになる＞ ＜建てることができなくなる＞ 

店舗、事務所（3,000m2を超えるもの） 

ホテル・旅館(3,000m2を超えるもの) 

遊戯施設・風俗施設全般 

単独車庫、工場、倉庫全般 

なし 

<建てることができるようになる＞ ＜建てることができなくなる＞ 

店舗・事務所(3,000m2以下) 

大学、高等専門学校等 

病院 

一部の工場 

なし 
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5.  用途地域変更の進め方 

        

＜あわら市＞               ＜福井県＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

素案の作成 

県：都市計画課 打ち合わせ 

関係者事前協議 

市都市計画審議会 

案の市民への広報・周知 

公聴会の開催 

案の修正 

県：都市計画課 打ち合わせ 

関係者協議 

原案作成 

知事協議 法 19③ 

市都市計画審議会 

都市計画の決定 



_

_ _



_

_ __ _

_



資料３.都市計画決定スケジュール 平成31年2月26日現在

市都市計画審議会(1回目) ○ 事前お知らせ ○ 都計審意見徴収

案の市民への広報・周知 〇 市HPで9/中旬に公聴会開催案内

地元意見の反映（パブコメ、ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ等） 〇 12/2～12/15パブコメ実施

関係機関事前協議（JR西協議） ○ 下協議・調整 〇 〇 協議・調整〇

関係機関事前協議（公安協議） ○ 下協議・調整 〇 〇 協議・調整〇

関係機関事前協議（道路管理者） ○ 下協議・調整 〇 〇 協議・調整〇

関係機関事前協議（ﾊﾞｽ･ﾀｸｼｰ等交通事業者） ○ 下協議・調整 〇 〇 協議・調整〇

関係機関事前協議（機構） ○ 下協議・調整 〇 〇 協議・調整〇

素案の完成 〇 素案作成・調整 〇 7/12完成

説明会の開催通知（運用：7日前までに） 〇 関係区長など

説明会の開催　法１６ 〇 公聴会開催（9/18,9/19）

説明会等による意見反映 〇 素案修正

内容・妥当性等の確認 ○ 事前相談 〇 事前打合せ・調整○ 〇 打合せ・調整 〇

知事協議　法１９③ 〇 11/26予定

内容・妥当性等の確認 〇 市内部打合せ・協議 〇 〇 事前打合せ・調整○ 〇 市協議調整 〇

原案の作成 〇 11/18作成

知事協議　法１９③ 〇 11/26予定

調整、縦覧準備、公告依頼 〇

公告・案の縦覧　法１７①　【法２週間】 〇 12/2～12/15

市都計審準備 〇 1/30開催通知準備

市都計審　議案書・開催案内送付 2/7予定 〇

委員への事前説明、地整・農政との協議 〇

事前説明での意見への対応、開催準備 2/20予定 〇

市都市計画審議会(2回目) 〇 2/28開催予定

公告の縦覧依頼（6営業日前までに） 〇

都市計画決定　法１８、告示・永久縦覧　法２０ 3/27決定告示予定 〇
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個別用途地域変更理由書 

 

①旧金津自動車学院跡地、他旭区 

 2023 年 3 月末の北陸新幹線金沢・敦賀開業に伴う新幹線開業効果を踏まえて、駅周辺部

にあたる駅東エリアの工業地域の用途を見直し、土地利用の活性化を図るために、近隣商業

地域に用途地域を変更することとした。あわら市都市計画マスタープランでは多機能サービス

地区に該当し、近隣商業地域へ用途地域変更をすることで、駅を基点とした都市機能の集約、コ

ンパクトシティの実現が可能であると考えている。 

 

②春宮一丁目（宮谷川から北陸本線まで） 

 2023 年 3 月末の北陸新幹線金沢・敦賀開業に伴う新幹線開業効果および新設される市道

105号線沿いであること、商業地域の周辺地域であることを踏まえて、準工業地域の用途を

見直し、駅周辺の土地利用の活性化を図るために、近隣商業地域に用途地域を変更すること

とした。あわら市都市計画マスタープランでは多機能サービス地区に該当し、近隣商業地域へ

用途地域変更をすることで、新設道路沿いエリアを利活用した駅周辺の商業の活性化が可能で

あると考えている。 

 

③春宮二丁目（ﾋﾞｯｸﾏｰﾄ西側） 

 あわら市都市計画マスタープランでは生活サービス地区に該当し、開発行為申請により住宅

宅地分譲を実施しており、現状も住宅地エリアとなっているため第１種住居地域に用途地域を

変更することとした。 

 

④市姫四丁目（MR 工業付近） 

あわら市都市計画マスタープランでは沿道サービス地区に該当し、現況は第 1 種住居地域で

あることから用途を見直し、幹線道路沿いの土地利用の活性化のために準工業地域に用途地域

を変更することとした。準工業地域に用途地域変更を行い、幹線道路沿道という特性を生かし、

ロードサイド店舗等を誘導する等の土地の利活用によって、周辺住居系市街地へのサービス向

上が図れると考えている。 

 

⑤金津小学校 

 校舎が第 1 種低層住居専用地域と第 1 種住居地域の 2 つの用途地域を跨いでおり、地形

地物により区域境界を明確にするため。 

 


